
部　門 氏　名
ふるさと賞 社会福祉 塩中  光子
ふるさと賞 社会福祉 林  冨士子
ふるさと賞 社会福祉 沖見  昌幸
ふるさと賞 社会福祉 　本田  博代　
ふるさと賞 社会福祉 藤井  壯一郎
ふるさと賞 社会福祉 津田  武志
ふるさと賞 社会福祉 髙橋  和代
ふるさと賞 社会福祉 宮本  悦子
ふるさと賞 社会福祉 中村  雅子
ふるさと賞 保健衛生 冨田  建夫
ふるさと賞 保健衛生 泉谷  一裕
ふるさと賞 保健衛生 伊藤  博
ふるさと賞 保健衛生 畑  玉枝
ふるさと賞 産業 藤平  良光
ふるさと賞 産業 小川  勝美
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　去る 11 月 5 日（土）、文化祭の開式において、
岩出市の発展や社会福祉の増進、市民の健康づく
りや土木建設業、商工業に多大な貢献をされた方
に贈る市民表彰を市民総合体育館にて執り行いま
した。
　受賞者のみなさん、おめでとうございます。

平成 23 年度 市民表彰受賞者 市 民 表 彰平成 23 年度
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1/00ɵ01ƱⅎḸǋȖǮ　　2【市民憲章】私たちは緑の山と紀の川の清流に育まれた岩出市の市民であることに誇りをもち
平和を重んじ豊かなまちをつくるためにこの憲章を定めます

　岩出市では、市民の皆様に納付いただいた税金が実際どのように使われているかをご理解いただくために、
毎年５月と 11 月の年２回財政状況についてお知らせしています。11 月号では補正予算等についてお知らせ
しましたが、今回は平成 22 年度の一般会計決算状況についてお知らせします。

152 億 1,400 万円
　歳入全体について、対前年度▲ 3 億 5,036 万円（▲ 2.3％）減の

152 億 1,400 万円となりました。歳入の主な決算額と増減は、以下

のとおりです。

　市税については、対前年度▲ 2.3％減の 52 億 4,736 万円となって

おります。自動車取得税交付金については、エコカー減税により対

前年度▲ 18.3％減の 3,381 万円、国庫支出金については、定額給付

金給付事業の終了により対前年度▲ 12.9％減の 24 億 766 万円、市

債については、臨時財政対策債の増加により対前年度 42.4％増の 9

億 6,673 万円となっております。

　歳出全体について、対前年度▲ 4 億 2,153 万円（▲ 2.8％）減の

148 億 126 万円となりました。歳出の主な決算額と増減は以下のと

おりです。

　総務費については、定額給付金給付事業の終了により対前年度▲

44.1％減の 12 億 2,471 万円、民生費については、子ども手当支給

制度の開始により対前年度 17.6％増の 49 億 8,660 万円、衛生費に

ついては、旧クリーンセンター解体撤去事業により対前年度 7.6％

増の 21 億 5,186 万円、土木費については、さぎのせ公園完成に伴

う下水道処理場周辺地域整備事業費の減により対前年度▲ 18.2％減

の 17 億 5,110 万円となっております。

平成 22 年度岩出市一般会計決算状況

平成22 年度
一般会計　歳入総額

平成 22 年度一般会計決算の概要

▲早期の完成に向け事業を進める湯窪中島線事業

　平成 22 年度の形式収支（歳入歳出差引額）は、4 億 1,274 万円

の黒字であり、これから翌年度に繰り越すべき財源 1 億 526 万円を

差し引いた実質収支は、3 億 748 万円の黒字となっております。

翌年度に繰越すべき財源
１億５２６万円

（平成22年度繰越事業に充当される額）

実質収支
３億７４８万円

（平成 22 年度繰越金として歳入されます )

歳入歳出差引
4 億 1, ２７４万円

自主財源  46.8％
71 億 2,042 万円
依存財源  53.2％
80 億 9,358 万円

県支出金（7.3％）
11 億 778 万円

国庫支出金
（15.8％）
24 億 766 万円

地 方 譲 与 税 等
（4.4％）
6 億 7,923 万円

地方交付税
（19.3％）
29 億 3,218 万円

その他自主財源
（4.3％）
6 億 5,948 万円

繰入金（3.1％）
4 億 6,700 万円

分担金及び負担金
（4.9％）
7 億 4,658 万円

市税（34.5％）
52 億 4,736 万円

市税の収入内訳
・市民税　　　（24 億 2,680 万円）
・固定資産税　（20 億 5,211 万円）
・軽自動車税　（1 億 1,633 万円）
・たばこ税　　（3 億 4,431 万円）
・入湯税　　　（44 万円）
・都市計画税　（3 億 737 万円）

市債（6.4％）
9 億 6,673 万円

148 億 126 万円

平成 22 年度
一般会計　歳出総額

諸支出金（6.2％）
9 億 1,582 万円

公債費（9.2％）
13 億 5,974 万円

教育費（8.6％）
12 億 7,406 万円

消防費（4.4％）
6 億 4,419 万円

土木費（11.8％）
17 億 5,110 万円

商工費
（0.4％）
5,770 万円

農林業費（2.0％）
2 億 9,375 万円

衛生費（14.5％）
21 億 5,186 万円

民生費（33.7％）
49 億 8,660 万円

総務費（8.3％）
12 億 2,471 万円

議会費（0.9％）
1 億 3,861 万円災害復旧費

（0.0％）
312 万円
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歳　入

※表示単位未満は四捨五入しております。

～用語解説～

歳入

●決算額等

水栖大池公園

▼平成 22 年度で完成し、平成 23 年度から供用開始している公園

さぎのせ公園

平成 22年度 平成 21年度 増減額 増減率

自　

主　

財　

源

市　　　　　　　　　税 52億 4,736 万円 53億 6,902 万円 △ 1億 2,166 万円 △ 2.3％
分 担 金 及 び 負 担 金 7億 4,658 万円 9億　758 万円 △ 1億 6,100 万円 △ 17.7％
使 用 料 及 び 手 数 料 1億　881 万円 1億 1,351 万円 △ 470 万円 △ 4.1％
財　　産　　収　　入 2,990 万円 2,231 万円 759 万円 34.0％
寄　　　　附　　　　金 33万円 1万円 32万円 320.0％
繰　　　　入　　　　金 4億 6,700 万円 8億 4,336 万円 △ 3億 7,636 万円 △ 44.6％
繰　　　　越　　　　金 3億 4,157 万円 3億 1,105 万円 3,052 万円 23.9％
諸　　　　収　　　　入 1億 7,887 万円 1億 9,781 万円 △ 1,894 万円 △ 14.2％

計 71億 2,042 万円 77 億 6,465 万円 △ 6億 4,423 万円 △ 8.3％

依　

存　

財　

源

地　方　譲　与　税 1億 2,895 万円 1億 2,969 万円 △ 74万円 △ 0.6％
利　子　割　交　付　金 3,509 万円 3,660 万円 △ 151 万円 △ 4.1％
配　当　割　交　付　金 1,615 万円 1,304 万円 311 万円 9.8％
株式等譲渡所得割交付金 466万円 543 万円 △ 77万円 △ 14.2％
地 方 消 費 税 交 付 金 3億 5,124 万円 3億 5,184 万円 △ 60万円 △ 0.2％
ゴルフ場利用税交付金 795万円 937 万円 △ 142 万円 △ 15.2％
自動車取得税交付金 3,381 万円 4,138 万円 △ 757 万円 △ 18.3％
地  方  特  例  交  付  金 9,377 万円 9,916 万円 △ 539 万円 △ 5.4％
地　方　交　付　税 29億 3,218 万円 25億 8,630 万円 3億 4,588 万円 13.4％
交通安全対策特別交付金 761万円 727 万円 34万円 4.6％
国　庫　支　出　金 24億　766 万円 27億 6,469 万円 △ 3億 5,703 万円 △ 12.9％
県　　支　　出　　金 11億　778 万円 10億 7,614 万円 3,164 万円 2.9％
市　　　　　　　　　債 9億 6,673 万円 6億 7,880 万円 2億 8,793 万円 42.4％

計 80億 9,358 万円 77 億 9,971 万円 2億 9,387 万円 3.8％
歳　　入　　合　　計 152 億 1,400 万円 155 億 6,436 万円 △ 3億 5,036 万円 △ 2.3％

歳　出
平成22年度 平成 21年度 増減額 増減率

議　会　費 1億 3,861 万円 1億 3,844 万円 17万円 0.1％
総　務　費 12億 2,471 万円 21億 9,283 万円 △ 9億 6,812 万円 △ 44.1％
民　生　費 49億 8,660 万円 42億 4,166 万円 7億 4,494 万円 17.6％
衛　生　費 21億 5,186 万円 19億 9,968 万円 1億 5,218 万円 7.6％
農 林 業 費 2億 9,375 万円 3億 7,671 万円 △ 8,296 万円 △ 22.0％
商　工　費 5,770 万円 5,682 万円 88万円 1.5％
土　木　費 17億 5,110 万円 21億 4,012 万円 △ 3億 8,902 万円 △ 18.2％
消　防　費 6億 4,419 万円 6億 4,162 万円 257 万円 0.4％
教　育　費 12億 7,406 万円 16億 2,383 万円 △ 3億 4,977 万円 △ 21.5％
災害復旧費 312万円 161 万円 151 万円 93.8％
公　債　費 13億 5,974 万円 11億 7,138 万円 1億 8,836 万円 16.1％
諸 支 出 金 9億 1,582 万円 6億 3,809 万円 2億 7,773 万円 43.5％
予　備　費 0円 0円 0円 ー
歳出合計 148 億　126 万円 152 億 2,279 万円 △ 4億 2,153 万円 △ 2.8％

※表示単位未満は四捨五入しております。

（平成 23 年 3 月末人口　52,795 人）市民１人当たりの決算額等
平成 22 年度の決算額等を市民１人当たりの金額で表すと、以下のとおりとなります。

歳　　　入 288,171 円
歳　　　出 280,353 円
税金負担額 99,391 円

※表示単位未満は四捨五入しております。

議会費 総務費 民生費 衛生費 農林業費 商工費 土木費
2,625 円 23,197 円 94,452 円 40,759 円 5,564 円 1,093 円 33,168 円

消防費 教育費 災害復旧費 公債費 諸支出金 予備費
12,202 円 24,132 円 59 円 25,755 円 17,347 円 0円

●目的別歳出

・市税：市民の皆様に納付いただく税金
・地方譲与税：国税として徴収した税金を、市町村に対して
  　　　　　　  一定の基準により譲与される地方税
・利子割交付金：県に納入された利子割額の中から市町村に
   　　　　　　　対して交付される交付金
・配当割交付金：県に納入された配当割額の中から市町村に
   　　　　　　　対して交付される交付金
・株式等譲渡所得割交付金：県に納入された株式等譲渡所得
   　　　　   割額の中から市町村に対して交付される交付金
・地方消費税交付金：県に納入された地方消費税の中から市
   　　　　　　　　　町村に対して交付される交付金
・ゴルフ場利用税交付金：県に納入されたゴルフ場利用税の
   　　　　　　　   中から市町村に対して交付される交付金
・自動車取得税交付金：県に納入された自動車取得税の中か
   　　　　　　　　　　 ら市町村に対して交付される交付金
・地方特例交付金：市民税の所得割減税などの補てんとして
   　　　　　　　　   市町村に交付される交付金
・地方交付税：所得税・消費税・酒税などの国税のうち、一
   　　　　　　 定割合を市町村に交付される交付金
・交通安全対策特別交付金：道路交通法に基づき納められた
   　　　　　　反則金の一部から市町村に交付される交付金
・分担金及び負担金：岩出市が行う事業によって、特に利益
   　　　　　　　　　を得た方から負担していただく収入
・使用料及び手数料：公共施設の使用や住民票の交付などに
   　　　　　　　　     より利用者から負担していただく収入　
・国庫（県）支出金：道路整備等の事業費や老人医療・児童
   　　　　　　　　　手当の給付費等に対し、国や県が一定
　　　　　　　　　   割合を負担補助する補助金
・財産収入：市有財産の貸付け、売払い等により得た収入
・寄附金：寄附による収入
・繰入金：積み立てた基金の取り崩しや特別会計により繰り
   　　　　入れた収入
・繰越金：昨年度から持ち越した収入
・諸収入：雑入など、他の科目に含まれない収入
・市債：事業などで多額の資金が必要な時に、国や金融機関
   　　　から受ける融資

歳出
・議会費：市議会の活動に要する経費
・総務費：市役所の全般的な管理事務、徴収事務、戸籍事務
   　　　　などに要する経費
・民生費：高齢者・障害者福祉、児童手当、保育所運営など
   　　　　福祉向上に要する経費
・衛生費：検診、母子保健事業、ごみ収集処理などに要する
   　　　　経費
・農林業費：農林業振興、水路改修などに要する経費
・商工費：産業振興費、観光対策などに要する経費
・土木費：道路、河川、公園など公共施設の建設整備に要す
   　　　　る経費
・消防費：防災訓練など予防啓発、初期消防活動などに要す
   　　　　る経費
・教育費：学校教育、生涯教育などに要する経費
・災害復旧費：災害が発生した時に要する経費
・公債費：市債の返済に要する経費
・諸支出金：事業を継続的に行っていくための基金への積立
   　　　　　等に要する経費
・予備費：不測の事態により不足が生じた時に要する経費
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●部門別職員数の状況（各年４月１日現在）

（注）教育、総合計には教育長を含みます。

１　平成 18 年度から給料表の級区分が統合・再編されました。

●一般行政職の級別職員数等の状況（平成 23 年 4 月 1 日現在）

２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務を表しております。

（注）

岩 出 市 職 員 の 給 与 等 の 現 状

議会   総務
  企画 税務 民生 衛生   農林

  水産 商工 土木 一般行政
部門計 教育 水道 下水道 その他 総合計

平成 22年 ３ 51 17 90 34 15 2 18 230 39 13 10 23 315

平成 23年 ３ 49 19 91 35 16 2 20 235 38 13 11 23 320

新給料表
（平成 18年度から）

　７級　理事・部長

　６級　次長・課長

　５級　副課長

　４級　課長補佐

　３級　係長

　２級　主事

　１級　主事

http://www.city.iwade.lg.jp/

岩出市職員の給与等の現状および人事行政の運営状況はホームページでご覧になれます。

●人件費の状況（普通会計決算）

（注）　人件費は、一般職の給与、退職手当、共済費のほか、特

　　　別職の職員の給与および報酬等の普通会計に属する部分

　　　について集計したものです。

平成 22年度歳出額 14,785,512　千円

人件費 　　　  2,134,018　千円

人件費以外 12,651,494　千円

級別職員数の状況

14.4％

人件費

85.6％

人件費以外

2.6

７級

平成 18 年の構成比

（単位：％）

平成 23 年の構成比

2.2

12.2 10.6 10.6 10.6 9.5
12.9

18.5
12.9

25.4

41.3

21.2

9.5

６級 ５級 ４級 ３級 ２級 １級

（単位：人）
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（平成 23 年 4 月 1 日現在）●特別職の報酬等の状況

（平成 23 年 4 月 1 日現在）

●職員の平均年齢、平均給料月額の状況

●職員の期末手当・勤勉手当の状況

＊給与等勤務条件は、職員の給与に関する条例に基づき、給料のほか扶養手当、通勤手当、

　期末勤勉手当等が支給されます。学歴や職歴等及び在職者との初任給の調整があります。

＊技能労務職員については、給料表の３級までを運用し、給与の抑制をしております。

＊ラスパイレス指数とは、国家公務員の給料水準を 100 としたときの地方公務員の給料水準を示したものです。

　数値が低いほど人件費を抑制しているといえます。

●ラスパイレス指数の状況

●職員の初任給の状況

●職員の退職手当の状況

(  ) 内は、再任用職員に係る支給割合です。

（単位：月）

（平成 22 年 4 月 1 日現在）

（平成 23 年４月１日現在）

区　　分 岩出市 和歌山県 国

一般行政職 大学卒 172,200 円 178,800 円 Ⅱ種 172,200 円
高校卒 140,100 円 144,500 円 　　   140,100 円

岩出市

●職員の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況

95.4 和歌山県

（平成 23 年４月１日現在）

（平成 23 年４月１日現在）

区　　分
経験年数
10年以上～ 15年未満

経験年数
20年以上～ 25年未満

一般行政職 大学卒 255,200 円 354,100 円
高校卒 224,200 円 304,000 円

区　分 期末手当
(平成 22年度支給割合 )

勤勉手当
(平成 22年度支給割合 )

合　計

６月期 1.25（0.65） 0.7（0.35） 1.95（1.00）
12 月期 1.35（0.8） 0.65（0.3） 2.0（1.1）
職制上の段階、職務の級等による加算措置：　有

区　分 自己都合 定年・勧奨
勤続 20年 23.50 月分 30.55 月分
勤続 25年 33.50 月分 41.34 月分
勤続 35年 47.50 月分 59.28 月分
最高限度額 59.28 月分 59.28 月分
退職時特別昇給 無
その他の加算措置 定年前早期退職特例措置（2%～ 20%加算）

区　分 給料月額
期末手当

(平成 22年度支給割合 )
区　分 報酬月額

期末手当
(平成 22年度支給割合 )

給料
市　長 750,000 円

2.95 月分 報酬
議長 390,000 円

3.95 月分副市長 620,000 円 副議長 340,000 円
教育長 560,000 円 議員 310,000 円

区　分 平均年齢 平均給料月額 区分 平均年齢 平均給料月額

岩出市 一般行政職 40.5 歳 304,000 円 和歌山県 一般行政職 42.8 歳 338,161 円
技能労務職 50.8 歳 280,900 円 技能労務職 50.3 歳 338,967 円

全国市平均100.0 98.8
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人
権
に
つ
い
て

　
　
　

考
え
よ
う
6/9
回

（
１
）
課
題　

外
国
人
の
人
権　

（
２
）
基
本
的
な

　
　
　
　
　

考
え
方

　

近
年
の
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
進

展
、
国
際
交
流
の
活
発
化
に
伴
い
、

我
が
国
に
在
留
す
る
外
国
人
は
年
々

増
加
し
て
い
ま
す
。
日
本
国
憲
法

は
、
権
利
の
性
質
上
、
日
本
国
民

の
み
を
対
象
と
し
て
い
る
と
解
さ
れ

る
も
の
を
除
き
、
我
が
国
に
在
留
す

る
外
国
人
に
つ
い
て
も
、
等
し
く
基

本
的
人
権
の
享
有
を
保
障
し
て
い
ま

す
。

　

本
市
に
お
け
る
外
国
人
登
録
数

は
微
減
傾
向
に
あ
り
、
平
成
22

年
（
２
０
１
０
年
）
３
月
末
現
在

２
５
３
人
で
総
人
口
の
０
．５
％
を

占
め
て
い
ま
す
。

　

市
民
意
識
調
査
で
、「
日
本
に
居

住
す
る
外
国
人
に
関
す
る
事
柄
で
、

人
権
上
、
特
に
問
題
が
あ
る
こ
と

に
つ
い
て
」
の
設
問
に
対
し
、「
生

活
習
慣
の
違
い
が
受
け
入
れ
ら
れ
な

か
っ
た
り
、
宗
教
・
文
化
へ
の
理
解

や
認
識
が
十
分
で
な
い
」（
34
．６
％
）

が
最
も
高
い
割
合
に
な
っ
て
お
り
、

「
就
職
や
職
場
で
不
利
な
扱
い
を
受

け
る
」（
19
．２
％
）
が
次
に
高
い
割

合
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
日
本
に
居
住
す
る
外
国

人
の
人
権
を
守
る
た
め
に
、
特
に
必

要
な
こ
と
に
つ
い
て
」
の
設
問
に
対

し
て
、「
外
国
人
の
た
め
の
相
談
・

支
援
体
制
を
充
実
さ
せ
る
」（
34
．

２
％
）
が
最
も
高
い
割
合
に
な
っ
て

お
り
、
次
に
「
安
心
し
て
就
労
で
き

る
環
境
を
つ
く
る
」（
24
．１
％
）、「
日

本
語
の
学
習
や
日
本
の
文
化
、
習
慣

を
理
解
す
る
た
め
の
教
育
の
機
会
を

つ
く
る
」（
23
．１
％
）
の
順
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
国
際
化
が
ま
す
ま
す
進

む
中
で
、
外
国
人
と
日
本
人
の
交
流

の
機
会
を
増
や
し
、
か
つ
外
国
人
に

必
要
な
情
報
を
わ
か
り
や
す
く
適
切

に
伝
え
て
、
外
国
人
の
人
権
に
配
慮

し
、
誰
も
が
生
活
し
や
す
い
環
境
や

相
談
・
支
援
体
制
の
整
備
等
を
推
進

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

日
常
生
活
や
就
労
の
場
に
お
い

て
、
文
化
の
違
い
を
尊
重
す
る
と
と

も
に
、
日
本
人
と
同
様
に
外
国
人
も

平
等
に
扱
わ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
さ
ら
に
そ
の
能
力
が
十
分
に
発

揮
さ
れ
る
な
ど
、
外
国
人
が
差
別
や

偏
見
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
地
域
社

会
の
一
員
と
し
て
い
き
い
き
と
安
心

し
て
生
活
で
き
る
社
会
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
が
外
国
人
と
の
交
流

や
外
国
の
文
化
、
習
慣
の
理
解
を
積

極
的
に
進
め
る
国
際
交
流
の
ま
ち
づ

く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

（
３
）
施
策
の

　
　
　
　

基
本
方
針

◆
国
際
理
解
教
育
お
よ
び
交

　

流
活
動
の
充
実

◆
情
報
提
供
や
相
談
事
業
の

　

充
実

「日本に居住する外国人の人権を守るために、特に必要なことはどのようなことだと思いますか」（市民意識調査の結果）    

外国人のための相談・支援体制を充実させる

外国人の人権を守るための教育・啓発活動を推進する

講座、交流イベントの開催など国際理解の機会を提供する

安心して就労できる環境をつくる

外国人の文化や生活習慣などへの理解を深める

日本国籍を持たないことによる不利益をなくす

日本語の学習や日本の文化、風習を理解するための教育機会をつくる

外国人の子どもの就学を支援する

日常生活に必要な情報を外国語で提供する

外国人に対する社会的諸制度の格差を是正する

その他

特にない

わからない

無回答

0% 20% 40% 50%10% 30%

34.2%

10.8%

17.4%

24.1%

22.2%

14.2%

23.1%

10.3%

10.2%

10.4%

1.1%

6.7%

15.6%

3.8%
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▲

合
同
啓
発
の
様
子

　

昭
和
23
年
（
１
９
４
８
年
）
12
月

10
日
の
第
３
回
国
際
連
合
総
会
で
、

基
本
的
人
権
お
よ
び
自
由
を
尊
重
し

確
保
す
る
た
め
に
、
世
界
の
す
べ
て

の
人
々
と
国
々
と
が
達
成
す
べ
き
共

通
の
基
準
と
し
て
、「
世
界
人
権
宣

言
」
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日

を
記
念
し
て
、
国
際
連
合
は
、
12
月

10
日
を
「
人
権
デ
ー
」
と
定
め
ま
し

た
。

　

我
が
国
で
は
、
毎
年
12
月
10
日
を

最
終
日
と
す
る
一
週
間
を
「
人
権
週

間
」
と
定
め
、
世
界
人
権
宣
言
の
意

義
を
訴
え
る
と
と
も
に
人
権
尊
重
思

想
の
普
及
高
揚
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

法
務
省
の
人
権
擁
護
機
関
で
は
、

本
年
度
の
啓
発
活
動
重
点
目
標
を

「
み
ん
な
で
築
こ
う　

人
権
の
世
紀

〜
考
え
よ
う　

相
手
の
気
持
ち　

育

て
よ
う　

思
い
や
り
の
心
〜
」
と
定

め
、
啓
発
活
動
を
積
極
的
に
展
開
し

て
い
ま
す
。

　

岩
出
市
で
は
、
オ
ス
ト
メ
イ
ト
の

方
々
の
社
会
参
加
を
促
進
す
る
た
め

に
市
の
施
設
に
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応

ト
イ
レ
を
以
下
の
施
設
に
設
置
し
て

い
ま
す
。

○
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
ト
イ
レ
と
は

　
　

オ
ス
ト
メ
イ
ト
と
は
、
大
腸
や

　

ぼ
う
こ
う
の
手
術
に
よ
り
、
人
工

　

肛
門
や
人
工
膀
胱
と
な
っ
た
方
た

　

ち
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
　

オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
方
は
、
ス
ト

　

ー
マ
（
お
腹
に
あ
る
人
工
の
排
泄

　

口
）
の
先
に
つ
な
が
っ
て
い
る
装

　

11
月
１
日
（
火
）
早
朝
か
ら
、
岩

出
駅
・
船
戸
駅
前
に
お
い
て
、「
人

権
を
考
え
る
強
調
月
間
」お
よ
び「
同

和
運
動
推
進
月
間
」
の
一
環
事
業
と

し
て
、
合
同
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
岩
出
市
人
権
啓
発
推
進

委
員
会
、
那
賀
振
興
局
、
市
が
協
力

し
て
、
通
勤
・
通
学
な
ど
で
駅
を
利

用
さ
れ
る
方
々
に
啓
発
グ
ッ
ズ
を
配

布
し
、
人
権
尊
重
意
識
の
普
及
高
揚

を
図
り
ま
し
た
。

つ
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問

題
の
実
態
を
解
明
し
、
そ
の
抑
止
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
18

年
６
月
に
、「
拉
致
問
題
そ
の
他
北

朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
へ

の
対
処
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
法
律
に
は
、
国
お
よ
び
地
方

公
共
団
体
の
責
務
等
が
定
め
ら
れ
る

と
と
も
に
、
毎
年
12
月
10
日
か
ら
同

月
16
日
ま
で
を
「
北
朝
鮮
人
権
侵
害

問
題
啓
発
週
間
」
と
す
る
こ
と
と
さ

れ
ま
し
た
。

　

拉
致
問
題
は
、
我
が
国
の
喫
緊
の

国
民
的
課
題
で
あ
り
、
こ
の
解
決
を

始
め
と
す
る
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人

権
侵
害
問
題
へ
の
対
処
が
、
国
際
社

会
を
挙
げ
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
と

さ
れ
る
中
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の

関
心
と
認
識
を
深
め
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

具
（
蓄
便
袋
、
蓄
尿
袋
）
を
常
に

　

装
着
し
て
い
ま
す
。
こ
の
装
具
に

　

あ
る
程
度
溜
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
、

　

ト
イ
レ
に
流
す
な
ど
の
方
法
で
処

　

理
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
処
理
を

　

容
易
に
で
き
る
の
が
オ
ス
ト
メ
イ

　

ト
対
応
ト
イ
レ
で
す
。

ま
す
。

　

事
故
や
病
気
な
ど
に
よ
っ
て
、
障

害
は
だ
れ
に
も
生
じ
得
る
も
の
で

す
。
障
害
は
多
種
多
様
で
、
外
見

で
は
分
か
ら
な
い
障
害
も
あ
り
ま

す
。
障
害
に
よ
る
不
自
由
さ
は
あ
っ

て
も
、
周
囲
の
理
解
や
配
慮
が
あ
れ

ば
で
き
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。

　

障
害
の
あ
る
方
の
意
見
を
聞
い

て
、
日
常
生
活
や
事
業
活
動
の
中
で

で
き
る
配
慮
や
工
夫
を
一
緒
に
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。
だ
れ
も
が
暮
ら
し

や
す
い
共
生
社
会
の
実
現
は
、
そ
う

し
た
一
歩
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問

題
に
関
す
る
国
民
の
認
識
を
深
め
る

と
と
も
に
、
国
際
社
会
と
連
携
し
つ

　
「
障
害
者
週
間
」
は
、
国
民
の
皆

さ
ん
に
広
く
障
が
い
者
の
福
祉
に
つ

い
て
関
心
と
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
障
が
い
者
が
社
会
、

経
済
、
文
化
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
分
野

の
活
動
に
、
積
極
的
に
参
加
す
る
意

欲
を
高
め
る
た
め
、
設
け
ら
れ
て
い

※
オ
ス
ト
メ
イ
ト
マ
ー
ク
と
は
？

　

人
工
肛
門
や
人
工
膀
胱
と
な
っ
た

　

方
（
オ
ス
ト
メ
イ
ト
）
の
た
め
の

　

設
備
が
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
ま

　

す
。
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
の
ト
イ

　

レ
の
入
口
・
案
内
誘
導
プ
レ
ー
ト

　

に
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
63
回
人
権
週
間

12
月
４
日
〜
10
日

「
人
権
を
考
え
る
強
調
月
間
」

お
よ
び
「
同
和
運
動
推
進
月

間
」
に
お
け
る
啓
発
活
動
を

実
施
し
ま
し
た

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人

権
侵
害
問
題
に
対
す
る

認
識
を
深
め
よ
う

12
月
３
日
か
ら
12
月

９
日
ま
で
は
「
障
害

者
週
間
」
で
す

オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応

ト
イ
レ
を
設
置
し
て

い
ま
す

○
設
置
場
所

　

・
岩
出
市
役
所
１
階　

身
体
障
害

　
　

者
用
ト
イ
レ

　

・
岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ

　
　

ー
（
あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー
）　

　
　

１
階　

身
体
障
害
者
用
ト
イ
レ

　

・
岩
出
市
立
市
民
総
合
体
育
館　

　
　

１
階　

身
体
障
害
者
用
ト
イ
レ

　

・
岩
出
市
立
岩
出
図
書
館　

身
体

　
　

障
害
者
用
ト
イ
レ

▲オストメイトマーク※
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news
iwade

　

平
成
24
年
１
月
３
日
（
火
）
午
前

９
時
か
ら
、
大
宮
緑
地
総
合
運
動
公

園
に
お
い
て
、
消
防
団
出
初
式
を
行

い
ま
す
。

　

部
隊
視
閲
、
永
年
勤
続
者
等
の
表

彰
、
全
部
隊
に
よ
る
一
斉
放
水
を
披

露
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
観
覧
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。 平

成
24
年

岩
出
市
消
防
団

　
　
　
　

出
初
式

旭日双光章

藤井　壯一郎

֞ ǑȈǮǯǍǛǝǋȅǠ

福元　千鶴
ふくもと

（岩出市民生委員児童委員協議会　会長）

（教育功労／元　公立中学校長）

民生委員・児童委員功労者

（岩出市民生委員児童委員協議会　副会長）

瑞宝双光章

熊代　正一

沖見　昌幸

（社会連帯推進功労／元　和歌山県生活学校
　　　　　　　　　　　　　  連絡協議会会長）

瑞宝双光章

（警察功労／元　和歌山県警部）曽和　徹郎

（警察功労／元　和歌山県警視）

（岩出市民生委員児童委員協議会　岩出地区会長）

（警察功労／元　警視正）

高齢者叙勲

秋の叙勲

危険業務従事者叙勲

高齢者叙勲高齢者叙勲

和歌山県社会福祉協議会会長表彰

ち　ず

ご　み いわお

そ　わ てつお

はざま とらお

くましろ まさかず

おきみ まさゆき

ほんだ ひろよ

ふじい そういちろう

本田　博代

五味　巖

硲　虎男

　

任
期
満
了
に
よ
る
藤
崎
井
・
小
田

井
土
地
改
良
区
総
代
選
挙
が
、
次
の

と
お
り
執
行
さ
れ
ま
す
。

○
選
挙
期
日

　

平
成
23
年
12
月
27
日
（
火
）

○
立
候
補
届
出
期
間

　
（
受
付
日
）

　

平
成
23
年
12
月
20
日
か
ら
21
日
ま

　

で
（
２
日
間
）

　
（
受
付
時
間
）

　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま

　

で
○
届
出
場
所

　
（
藤
崎
井
土
地
改
良
区
）

　

岩
出
市
役
所
（
総
務
課
内
選
挙
管

　

理
委
員
会
）

　
（
小
田
井
土
地
改
良
区
）

　

紀
の
川
市
役
所
（
総
務
課
内
選
挙

　

管
理
委
員
会
）

　
　

な
お
、
立
候
補
届
出
等
、
詳
し

　

く
は
、
岩
出
市
選
挙
管
理
委
員
会

　

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

℡
62―

２
１
４
１
（
内
線
１
２
５
）

藤
崎
井
・
小
田
井
土

地
改
良
区
総
代
選
挙

が
執
行
さ
れ
ま
す

▲
岩
出
市
消
防
団
に
よ
る

　
　
　
　
　

一
斉
放
水
の
様
子
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岩
出
市
で
は
、
平
成
24
年
成
人
式

を
次
の
と
お
り
挙
行
い
た
し
ま
す
の

で
、
新
し
く
成
人
に
な
ら
れ
た
方

は
、
是
非
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

　

本
市
出
身
者
で
、
現
在
、
市
外
に

在
住
さ
れ
て
い
る
方
も
ご
参
加
い
た

だ
け
ま
す
。

　

な
お
、
当
日
は
華
美
な
服
装
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ご
両
親
や
祖
父
母
の
皆
様

も
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
是
非
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

○
対
象
者

　

平
成
３
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

　

４
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

　

た
方

○
開
催
日
時

　

平
成
24
年
１
月
９
日
（
祝
）

　

午
前
９
時　

受
付

　

午
前
９
時
30
分　

開
式

○
内
容

　

第
一
部　

式
典

　

第
二
部　

記
念
イ
ベ
ン
ト

　

第
三
部　

記
念
撮
影

○
開
催
場
所

　

岩
出
市
立
市
民
総
合
体
育
館

○
問
い
合
わ
せ
先

　

岩
出
市
教
育
委
員
会

　

生
涯
学
習
課
青
少
年
女
性
係

　

℡
62―

２
１
４
１
（
内
線
２
８
２
）

　12 月 29 日（木）から 1 月 3 日（火）まで一般

事務は休ませていただきます。

　なお、1 月 4 日（水）からは、午前 8 時 45 分よ

り平常どおり事務を行います。

○問い合わせ先
　総務課総務係　℡ 62-2141（内線 126）

新
成
人
の
門
出
を
お
祝
い
し
ま
す

祝　

岩
出
市
誕
生
５
周
年

平
成
24
年
成
人
式
開
催

年末年始の市役所事務

市役所から年末年始のお知らせです

年末年始のバス運行

　9 月 30 日（金）に岩出市役所において「ＪＡ交通

安全対策事業贈呈式」が実施されました。

　ＪＡ紀の里様から、交通安全教育等のために、交通

安全指導車他６点の寄贈を受けました。

　寄贈していただいた物品については、今後の交通安

全教育、啓発活動等に活用していきます。

○岩出市巡回バス
○紀の川コミュニティバス
　どちらも 1 月 1 日（日）から 3 日（火）まで運

　休いたします。

○大阪方面バス（岩出～樽井線）
　12 月 30 日（金）から 1 月 3 日（火）までは、土・

　休日用ダイヤで運行いたします。

○問い合わせ先
　・和歌山バス那賀　℡ 75-2151

　・南海ウイングバス南部　℡ 072-467-0601

　・岩出市総務課総務係　℡ 62-2141（内線 126）

ＪＡ紀の里様から交通安全対策物品
の寄贈を受けました
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第
６
回　

祝　

岩
出
市
誕
生
５
周
年

岩
出
市
文
化
祭　

盛
会
に
終
わ
る

　
「
つ
な
ご
う　

人
の
輪　

文
化
の

和
」
を
テ
ー
マ
に
第
６
回
岩
出
市
文

化
祭
を
11
月
５
日
・
11
月
６
日
の
２

日
間
に
わ
た
り
開
催
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
前
夜
祭
と
し
て
11
月
４
日

に
生
涯
学
習
を
考
え
る
つ
ど
い
「
小

川
友
子
ピ
ア
ノ
ソ
ロ
と
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
コ
ン
サ
ー
ト
〜
気
軽
に
ク
ラ
シ
ッ

ク
〜
」
と
題
し
た
コ
ン
サ
ー
ト
を
行

い
、
双
方
と
も
多
く
の
方
に
ご
来
場

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

文
化
祭
に
お
い
て
は
、
展
示
の

部
で
市
民
の
皆
様
や
市
内
の
子
ど
も

た
ち
に
よ
る
力
作
が
数
多
く
出
展
さ

れ
、
多
く
の
方
に
ご
観
覧
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、
小
ホ
ー
ル
で
は

文
化
協
会
芸
能
部
の
方
が
歌
や
踊
り

を
、
園
児
た
ち
が
可
愛
い
演
技
を
披

露
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ふ
れ
あ
い
の

広
場
や
各
種
コ
ー
ナ
ー
に
お
い
て
も

多
彩
な
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

去
る
11
月
３
日
〜
27
日
ま
で
の

間
、
民
俗
資
料
館
に
お
い
て
「
根
来

寺
遺
跡
出
土
の
茶
道
具
拝
見―

出
土

品
か
ら
茶
の
湯
を
み
て
み
よ
う―

」

を
テ
ー
マ
に
秋
季
企
画
展
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

　

期
間
中
は
、
市
民
の
皆
様
は
も
と

よ
り
、
市
外
か
ら
も
多
く
の
方
々
に

ご
来
館
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

岩
出
市
で
は
、
今
年
５
月
22
日
に

田
辺
市
で
行
わ
れ
た
第
62
回
全
国
植

樹
祭
の
関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
岩
出

市
地
域
植
樹
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
の
で
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

○
開
催
日
時

　

12
月
17
日
（
土
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

　

岩
出
市
農
業
委
員
会
で
は
、
農
業

委
員
の
選
挙
に
つ
き
、
毎
年
農
家

の
選
挙
資
格
者
を
調
査
し
、
選
挙
人

名
簿
を
調
製
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

次
の
選
挙
資
格
者
に
該
当
す
る
方

は
、
平
成
24
年
１
月
10
日
ま
で
に
農

業
委
員
会
へ
申
請
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

○
選
挙
資
格
者

　

平
成
24
年
１
月
１
日
現
在
岩
出
市

内
に
在
住
し
、
満
20
歳
以
上
の
方

で
、
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕
作

し
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
し
て

い
る
方
。

　

詳
し
く
は
、
岩
出
市
農
業
委
員
会

（
℡
62―

２
１
４
１　

内
線
２
３
５
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

岩
出
市
地
域
植
樹
を

開
催
し
ま
す

農
業
委
員
会
選
挙
人
名

簿
登
載
申
請
書
の
提
出

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

▲

そ
う
へ
ぃ
ち
ゃ
ん
ち
ぎ
り
絵

コ
ー
ナ
ー
の
様
子

▲

山
崎
民
踊
サ
ー
ク
ル

　
　
　
　

に
よ
る
民
踊
の
様
子

秋
季
企
画
展
を

開
催
し
ま
し
た

○
開
催
場
所

　

・
岩
出
市
根
来
２
２
２
２―

１

　
　

根
来
公
園
墓
地
内

○
問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
経
済
課

　

℡
62―

２
１
４
１
（
内
線
２
３
４
）

▲

根
来
寺
遺
跡
出
土
の
茶
道
具


